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令和 3 年 9月 18 日（土）行う予定だった「令和 3 年度現地研修バスツアー」は 

新型コロナ感染症拡大により中止になりました。そのためスタッフだけで取材

し、報告をまとめたものです。質問はツアー参加者から受付ました。 

①阿蘇市：アスパラ農家 綿住輝氏ほ場見学 

②「就農への道すじ」トークライブ 

 出演；綿住 輝氏（アスパラ農家） 

    NPO法人九州エコファーマーズセンター 

    事務局長 吉村 孫徳氏 

③南阿蘇村：イチゴ・トルコギキョウほ場見学 

  「南阿蘇村での新規就農と実情」 

   説明：山中 大輔氏 

④新規就農事例発表「新規就農とアグリツーリズム」 

 新規就農者 荒木 昌造氏（場所：LOOPみなみあそ） 

 

⑤南阿蘇村：大玉トマト 新規就農者荒木氏ほ場見学 
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令和 3 年度熊本県新規就農現地研修バスツアー「取材報告書」（2021 年９月 18 日（土）） 

農家さんへの質問 1  綿住輝氏(阿蘇市一の宮町) 

【アスパラ農家】  

 

【家族】 

Q:農業は 1 人でされてますか？それとも家族でされてますか？（会社員 男性 妻・子 1 人） 

A:労働力は２人。自分が９割、奥さんが１割を担っています。 

 

Q 夫婦で農業をするにあたっての良い点、悪い点（建設業 30 代 男性） 

A:良い点 

・一人ではできない作業、効率が悪くなる作業をテンポよくこなすことができる。 

・「専従者給与」という家族労働を経費にあげられる特例みたいなのがあります。 

節税になります。 

・一緒に過ごす時間が増える。（デメリットでもある） 

・個人的に新規就農は家族経営が最強だと思っていますので、最もおすすめします。何故か

というと雇用を入れない分、家の外に人件費などが出ていかず最も効率が良いと感じる。余

計な気遣いも不要。もちろん雇用型農業は否定しません。 

夫婦プラスαで売上 1000万狙う感じがバランスが良いと個人的に感じる。 

 

悪い点 

・所得が農業に一点集中するのでリスクが高くなる。（台風、価格の暴落など） 

・毎日顔を合わせることになるので飽きる。 

 

【研修】 

Q:綿住さんは農業に関して知識がゼロからのスタートというところですが、農業大学校に

入り 1 から勉強するという選択を取らなかったのは何故か。(福岡市 会社員 2０代 男性) 

A:結論から言うと無駄だと思うからです。 

野球の専門書を１０冊読んでも一切キャッチボールすらできないのと同じ。 

ガチンコで生活をかけながらやってる農家または農業法人で学ぶべき。 

独立志向なら農家で学ぶの一択です。自分のやりたい農業に近いスタイルの農家さんで学

ぶべき。 

自然農法なら自然農、直販メインでいきたいなら直販メインの農家さん、観光農園なら観光 
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農園と自分が目指しているスタイルの農家を探すべき。 

条件としては、 

・自分が希望する売上利益を超えてあげているところ。 

・上のように自分のスタイルにあってるところ。 

 

人として合うあわないは飛び込まないとわかりません。 

合わないと思ったらやめてもよいと思う。 

自分の場合はスタイルに全くこだわりなく始めたので、すんなりいきました。 

とにかく効率よく楽しく仕事して稼いだお金で人生を充実させるというのが自分のテーマなの

で、いまだにこだわりはありません。 

 

【自然災害・気象】 

Q:最近の異常気象，これからの気候変動についての見解は？また，それらに対しての対策

（大学生 男性 20 歳） 

Q 熊本は台風や地震、大雨など自然災害が多い印象があるのですが、現地の農家さんから

見て、リスクなどはあるのでしょうか？（福岡市 福祉関係 ３０代 男性 夫婦で就農予定） 

A:異常気象に見解はありません。何故かというとそれについて考えたところで自分にとって何

もプラスにはならないからです。 

対策は重要です。 

一般には知られていないが、農業に対しての所得の保証は世界的に手厚いです。 

日本は薄い方と言われているがそれでも他業種に比べると相当手厚いです 

 

価格急落時の保証・・・価格安定制度 

収入保険・・・ケガや取引先の破綻や価格の急落などに対する補償 

ハウス共済・・・ハウスが台風や水害でやられたときの保障 

 

など税金が注入されている保障が多い。もちろん誰でも彼でも入れるわけでなく 

一定の条件はあります。 

あと対策としては夫婦でやられている場合は奥さんが別の仕事をやってリスクの分散をする

とか、副業をやるとか、農閑期に土方に行くとか、農業にこだわらないことです。 

 

自然災害は熊本だけじゃなくて九州、四国は多いです。最近は悲しいことにほかの地域もひ

どいですが。 

災害に関しては来ることを受け入れて、あとは上に書いたように色々な方法でリスク分散で

す。 
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【農業】 

Q:アスパラガス農家で良かったこと、また魅力を教えてください（福祉業 30 代 男性） 

A:良かったことは、最初の一回植えると、その後３０年は植え付けの必要がないことです。 

なのでランニングコストが他作物に比べ低いはず。それと市場の単価がここ最近ずっと安定

しています。 

あと高齢になっても十分作業できること。作業内容が女性や高齢でもやりやすい。軽いので。 

基本的に長期採りなので、毎日コツコツできること。魅力は自由であること。この１点。 

サポるのも休むのも稼ぐのも段取りも出荷先も作り方も組む人間も自由。 

 

 

Q:農業経営，生き方などにおいて，大事にされている考えは何ですか。（大学生 男性 20 歳） 

A:自由の追求を大事にしています。 

自由に仕事する、会社に属さない、上司にガーガーいわれない、出社時間も自由、 

どれだけ稼ぐのかも自己責任、何時に寝て何時に起きるのかも自由、いつ休むのかも自由、

めんどくさい飲み会にいかない自由、サービス残業なんか真っ平ごめん。 

好き嫌いを自由に言う。キツイ意見を即いえる力など。 

 

 

【資金面】 

Q:初期投資をなるべくゼロに抑えるとおっしゃっていましたが、実際はどのくらいかかっ

たか（エンジニア 男性 2０代 妻・子 1 人 作目検討中） 

A:「熊本阿蘇農業師匠」のホームページの“新規就農事例”コーナーに具体的な数字が掲載

されています。ご確認ください。（回答：熊本県新規就農支援センター） 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

熊本阿蘇農業師匠 HP 



[令和 3 年度現地研修バスツアー取材報告書] 

農家さんへの質問・関係機関への質問（P5） 

 

 

Q:新規就農に向けて生活費は別として、お金はどれくらい準備したか？ 

（会社員 男性 30 歳 妻帯者 作目検討中） （大学生 20 歳 男性） 

Q:研修中の生活費はどのようにしていたか。（建設業 30 代 男性） 

A：500万円を無利子の融資（現：青年等就農資金）を借りて自己資金 700万円を足した 

1,200万円前後で土地、ハウス、軽トラック、ポンプなど色々買いました。 

研修中は師匠のハウスの横にあるプレハブ小屋 1 年半位住まわせてもらい、電気代、朝

食、昼食を師匠の家でお世話になっていたため、ほぼお金は使わずでした。 

そこで浮いたお金も全額初期投資にぶちこみました。ただ、他の作物だとどれくらい必要か

わかりません。また、地域によっても全然違います。ハウスや土地の値段も全然違います。 

アスパラの場合、永年性作物なので、土地を借りた状態ではだめです。ちゃんと購入して

始めないと、5年位経って地主が返してくれと言われたり、相続で子供たちに土地の権利が移

ったりしてトラブルになります。なので、作物と場所によるという感じです。一番いいのは、そ

の場所の農業者に聞く事です。 

 

 

【支援制度】 

Q:各種補助金の申請など、市町村とのやり取りで重要なことは何か。（建設業 30 代 男性） 

A:その地域に根付いて一生そこで生活していくという熱を伝える事。何回も何回も通いながら

農業に対して熱い思いを伝えるうちに信頼関係を築くことができ、色んな情報をもらえたりしま

す。（※トークライブよりの抜粋。詳細はトークライブレポートをご覧ください） 
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令和 3 年度熊本県新規就農現地研修バスツアー「取材報告書」（2021 年９月 18 日（土）） 

農家さんへの質問２  山中大輔氏（南阿蘇村） 

【イチゴ・トルコギキョウ農家】 

【資金】 

Q:新規就農に向けて生活費は別として、お金はどれくらい準備されましたか？ 

（会社員 男性 30 歳 妻帯者 作目検討中）（大学生 20 歳 男性） 

A:学校を卒業後ずっと農業研修をしていたので貯金は少なかった。独立してから収入が入っ

てくるまで大変でした。 

 

【作目設定】 

Q:就農時、作物をトマトに決めた理由はなんですか？ 

（エンジニア 男性 2０代）（建設業 30 代 男性） 

A:好きな野菜がトマトだった。トマト農家を訪ねた時食べさせてもらったもぎたてトマトに感動。

阿蘇で就農を考えていたので主要作物がトマト（適地適作） 

 

 

Q:途中で変えた理由や、変えた時に苦労した事はありますか？ 

（エンジニア男性 2０代）（30 代女性 2 人で施設野菜希望） 

A:別紙、山中大輔氏のプロフィールをご確認下さい。（熊本県新規就農支援センター） 

 

 

【栽培】 

Q:トマトといちごの両立は栽培面積を調整するなどしても難しいですか？（30 代女性） 

A:阿蘇は夏にトマト、冬にイチゴと棲み分けが出来そうですが、２つとも労働時間が多い作物

なので大変です。どうしてもというならイチゴの苗を購入したり、トマトの植え付け時期をずら

したり工夫次第でできると思います。通常イチゴの苗は夏に作り育てます。 

 

 

Q:いちごの無加温栽培には何が必要だと思われますか？（栽培地域、管理など）(30 代女性) 

A:していないので詳しいことは分かりません。同じ組合で無加温の方が居ました。海沿いで

氷点下まで下がりにくく海風で霜が降りないなど適地ならば出来そうです。 
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【経営】 

Q:財務管理は自分でされてますか？（30 代女性 2 人で施設野菜予定） 

A:自分でしています。 

 

 

Q：農業経営，生き方などにおいて，大事にされている考えは何ですか。 

（大学生 20 歳 男性） 

A:夢の計画と農業の終わり方。 

 

 

Q:独立営農を始めて、想定外の問題はあったか。（建設業 30 代 男性） 

A：問題は毎日出てくるので毎日大変。研修先の農家さんの弱音を聞いたことがなかったの

で、自分も順調にいくものだと思っていたが、ただ弱音を見せなかっただけで、当時はすごく

大変だったと独立後相談に行った時に聞いたのが印象的でした。 

 

 

【情報収集】 

Q:営農に関する情報収集はどのように行っているか。（建設業 30 代 男性） 

A:JA や自身が出荷している組合、種苗会社、コンサルタント、資材のメーカー、ネット、学生

時代の友達、SNSなど様々。 

 

 

【気象・災害】 

Q:最近の異常気象，これからの気候変動についてはどのような見解を持っていますか？ 

また，それらに対してどのように対策を講じていこうとされていますか？ 

（大学生 男性 20 歳）  

A:毎年気温が上がってきているので、作物の作り方と高温の限界が気になっている。 

台風も大きくなってきているので施設園芸だけの経営に不安を感じている。 
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令和 3 年度熊本県新規就農現地研修バスツアー「取材報告書」（2021 年９月 18 日（土）） 

農家さんへの質問３ 荒木昌造氏（南阿蘇村） 

【大玉トマト・ミニトマト農家、農泊、モーニングカフェ経営】 

 

【準備した自己資金】 

Q:新規就農に向けて生活費は別として、お金はどれくらい準備されましたか？ 

（会社員 男性 30 歳 ）（大学生 男性 20 歳） 

A:自己資金 300～400万円。公庫からの借り入れ 600万円。計 1000万円 

 

【経営】 

Q:収入内訳が知りたいです（農業，農泊，カフェそれぞれの割合など）（大学生 男性 20 歳） 

A:農業分野 500万円、宿、カフェ 60万円 

 

Q:農業経営，生き方などにおいて，大事にされている考えは何ですか。（大学生 男性 20 歳） 

A:理念を第一に。優先すべきことはなにごとにおいても優先すべき。自分の中で矛盾をつくら

ず例外を極力認めない。 

 

Ｑ：財務管理は自分でされてますか？（３０代 女性 2 人で施設野菜予定） 

A:基本的な管理は自分で。申告自体や節税、減価償却については税理士さんにお願い 

 

Q:独立後、安定するまでに要した期間・工夫はあったか。（建設業 30 代 男性） 

A:まだ安定とは言えないまでもとりあえずは 4 年。おそらく遅い方。慣行的なやり方に準じて

栽培に集中していれば 1，2年で確立することも可能か。自分はむしろ積極的に失敗をするこ

とを目標にしていたため時間がかかった。 

 

Q:経済としての農業の役割とは何だと思いますか？（エンジニア 男性 20 代 妻・子１人） 

A:食糧生産は国家、社会の基盤。ただし、今後食糧生産は効率化、機械化が進み、生産に

特化した農業の役割を担える地域は限定的になってくるのでは。中山間での非効率、非生産

的な活動の意義は農業を通じた自然と人の調和やかかわりを結ぶ役割を担っていくと考えて

いる。 

 

【作目について】 

Q:自社トマトを作るまでに苦労したことはなんですか？（エンジニア 男性 20 代 妻・子１人） 

A:差別化。ターゲットの絞り込みとターゲットに向けた施策ですべきことの選定。 
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Q:トマトを銘打ちブランド化した後と前とでは、収益にどれくらいの違いがあるのか。 

（福岡市 会社員 ２０代 男性 妻帯者） 

A:スタートは栽培技術の不足や価格の暴落、病害発生などがあり一概に比べられないが最

低ラインを切ることはなくなった。今年は大暴落したがなんとか売り上げは前年超えを達成し

そう。収益が上がるというよりは安定する可能性があがる。 

 

【農カフェ・農泊との両立について】 

Q:農業と農泊・カフェどのように両立しているか，コツや生活様式などを知りたいです。 

(大学生 20 代 男性) 

A:やる気と気合。農業以外は収益を上げる事業として位置付けていない面もあるためモチベ

ーションが大事。栽培したトマトを直接提供して直に反応を見たい。などの想いが必要。母親

の助けもあるためなんとか成り立っている。ただ、宿泊事業は思いのほか利益率が高く月に

20万近く収益があがることも。 

 

 

Q:カフェを始めたのは就農から何年目ですか？栽培管理と両立出来ると思われた時の状況

（雇用など）も知りたいです。（３０代 女性 施設栽培を２人する） 

A:カフェは 3年目から。雇用は 4年目から本格的にスタート。実際は両立てきているとは言え

ない状況。かなり無理をしているためおすすめはしない。自分はやりたいこと、理念に従って

やるべきことをやっているだけ。できるかできないかはあまり考えないようにしている。 

 

 

Q:就農をされる時から、農泊、カフェ経営をするというビジョンを持っていたのでしょう

か？（福岡市 福祉関係 ３０代 男性 夫婦で就農予定） 

A:研修を始めたときはのんびり狭い面積を細々としながらカフェでもしてゆったりすごすつもり

でした。トマトについて学ぶうちにいけることまでいこうとおもい就農。しかし、栽培していく中

で環境負荷や世界と日本の差や違いに違和感を覚え、なにをすべきかと考えるなかでカフェ

なども運営するように 

 

 

【販路・販売方法について】 

Q:直販を始めるにあたって必要なことはなんですか？（建設業 30 代 男性） 

A:ターゲットを限定することと、的確なパッケージング（デザイン、包装、ネーミング） 

そしてパッケージを裏切らない味と品質を伴うための栽培方法の選択 
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Q:販路を拡大するの時に大事な事はなんですか？（エンジニア 男性 20 代 妻・子 1 人） 

A:結局は人とのつながり。テクニックは様々あっても、つきあうバイヤーさんとの信頼関係、

仲間、それとその方々から得られる情報に基づいて、需要をキャッチし需要にこたえること 

 

 

【相談】 

Q:営農地での先輩農家の方で、相談できる農家はどのようにみつけたか。（建設業 30 代 男性） 

A:偶然。ただ、できる限り勉強会やセミナーには参加する。ネットは SNS も活用する 

個人的には他県などにも積極的に訪問するべきだと思う 

 

 

【自然災害・気象】 

Q:最近の異常気象，これからの気候変動についてはどのような見解を持っていますか？ 

また，それらに対してどのように対策を講じていこうとされていますか？（大学生 男性 20 歳） 

A:専門家ではないためはっきりしたことは申し上げることができない。見えない部分やわから

ないことがあることを認めることが大切だと思う。自然をコントロールするこことはできないし

人が認知できる自然の仕組みはほんの一部にしかすぎない。ただ、事実として環境に負荷を

かけ自分たちの子孫に負の遺産を残していることは明白。すべての選択において環境負荷

を減らすことを第一にすることを自分に課している。そのためであれば収益性や経済性、効

率を落とすことも進んでおこなう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[令和 3 年度現地研修バスツアー取材報告書] 

農家さんへの質問・関係機関への質問（P11） 

 

令和 3 年度熊本県新規就農現地研修バスツアー「取材報告書」（2021 年９月 18 日（土）） 

NPO 法人九州エコファーマーズセンター吉村事務局長への質問 

【（研修機関）NPO 法人九州エコファーマーズセンター】 

◆NPO 法人熊本県就農支援機関協議会事務局長 

（熊本県認定研修機関１９機関をとりまとめる機関） 

◆熊本県地域就農支援アドバイザー(阿蘇地区) 

 

Q：独立後に成功する方、失敗する方の傾向はあるか。 

個人農家として一人でやるうえでの留意点は何か。 

（建設業 30 代 男性） 

 

A ： 

成功する人・・コツコツと継続してやる人。人のいう事を素直に聞く人 

失敗する人・・自分の思いだけで突っ走ってしまう人 

 

個人農家として１人でやるにしても、１人だけでやるのは難しいです。 

仲間やその地域の人達と一緒に信頼感を持ってやっていくのが大事です。 

 

 

 

Q:自分は今後、生活を行う場所(熊本市南区)は決めているのですが、場所を決めたことに 

より、就農の方法や野菜の作付品目に縛りが出てくるのか。 

（福岡市在住 会社員 2０代 男性 妻帯者 施設野菜希望） 

 

A:：栽培するにあたり、圃場の近くに住むのが望ましいです。 

「適地適作」というものがあり、地域に合ったものを作っていくのが一番 

やりやすい方法です。 

 

 

 

 

 

 

 



[令和 3 年度現地研修バスツアー取材報告書] 

農家さんへの質問・関係機関への質問（P12） 

 

令和 3 年度熊本県新規就農現地研修バスツアー「取材報告書」（2021 年９月 18 日（土）） 

その他の相談・質問 

【回答：熊本県新規就農支援センター】 

【作目選定について】 

Q:コロナ禍の中でも、このような機会を作って頂き、本当にありがとうございます。 

正直、どれを育てないのか、どこで何を作りたいのか、わからなくなっています。 

この機会を大切にしていきたいです。よろしくお願いします。 

（福岡市 福祉関係 ３０代 男性  夫婦就農予定） 

 

A:熊本には県が認定する 19 機関 20 か所の研修機関があります。研修品目は作目選定のひと

つの目安になります。県内各地の JA や市町村など地域に根差した研修機関の研修品目は、そ

の地域でよく作られる栽培作目で、新規就農者の方でも生活の見込みを立てやすいものが選定

されています。また、農大、ＮＰＯ法人、有機農業、酪農などの研修機関は、熊本県内どこでも就

農可能です。こちらも研修品目を参考にしてください。 

 

◎研修機関については、当センターの公式 HP や、熊本県新規就農支援センターが発行する熊

本県新規就農ガイドブック「夢みのる大地とともに」P６をご覧ください。 

 長期研修に入る前には、一度インターンシップ体験を受ける事をお勧めします。 

インターンシップ体験、研修機関の選定などのご相談は熊本県新規就農支援センターに 

ご相談ください。（事前予約制） 

 

 

 

 

 

 

 

①地域に根差した研修機関・・「各 JA」「協議会型の研修機関（※１）」 

②熊本県の教育機関・・「熊本県立農業大学校研修部」 

③有機農業に特化した研修機関・・「（特非）熊本県有機農業研究会」 

④酪農に特化した研修機関・・「熊本県酪農業協同組合」 

⑤広域ネットワーク型・・・「NPO 法人九州エコファーマーズセンター」 

 

①は研修後その地域で就農する事が条件 ②～④は熊本県全域が対象 ⑤日本全国就農可 

公式 HP「長期研修」 夢みのる大地とともに P6 

【研修区分】※夢みのる大地とともに P６より 

 

 



[令和 3 年度現地研修バスツアー取材報告書] 

農家さんへの質問・関係機関への質問（P13） 

 

（※１）協議会型とは？⇒県・市町村・農業委員会・研修機関が一体化した研修機関。 

JA あしきたも協議会型として活動されています。 

 

 

 

【課題】 

Q:熊本で営農していくにあたっての課題は何か。 

A:独立就農するということは、「覚悟」が必要です。 

気象、鳥獣害、栽培作目など、それぞれの地域によって課題が変わってきます。 

「熊本」という大きなくくりで考えるのではなく、営農する地域について、自らの足を使って 

しっかりと情報を収集し、地域の方との良好な関係を築きながら１つずつ課題を解決して 

いってください。 

 

 

 

【気候・環境問題について農家への支援（指標）はあるか】 

Q:今後の気候・環境問題について、国、県からの個人農家への支援（指標）はあるか。 

A:農林水産省の HP「我が国の環境政策に関するポータルサイト日本の環境政策」などを 

ご参照ください。農林水産省や熊本県のホームページでは、さまざまな情報を発信していま

す。農業を営む上で、情報収集はとても大切です。常にアンテナを張っておくように心がけま

しょう。 

 

 

 

【中古農機具店情報】 

Q:中古農機具店の有用な情報はあるか。 

（建設業 30 代 男性 就農に向けて研修機関を選定中） 

A:熊本県新規就農支援センターホームページ「リンク集」の中に中古農機具情報のサイトを

ご紹介しています。また NOSAI 熊本のホームページの「農機具リサイクル」ページには農業

共済組合員向けの情報が掲載されています。中古ハウス、中古農機具は、農地と同様に地

域の方との信頼関係の中から情報を得られるものが少なくなく、まずは信用を築くことが大切

です。 

 

 

 


